
KVBC会員の皆様初めまして！　株

式会社コミューンと申します。

本年度よりジュニア会員として入会

させていただきました。

弊社は設立が昨年の10月と、まだで

きたばかりの会社です。もともと企業

の人事担当をしていた経験から、昨今

のバーチャルコミュニケーション主流

の流れに疑問を感じ、そこに「リアル

コミュニケーションの復活」という理

念を掲げ起業いたしました。社名の由

来もコミュニケーションの原語である

ラテン語の「commune（共生する）」

から名付けております。

具体的な事業は現在2つございまして、

1つは社内運動会の復活をはじめとする

社内活性化事業、そしてもう1つはブラ

イダルパーティー（2次会）のプロデュ

ースです。特に社内運動会事業につい

ては、もはや廃れてしまった古き良き

日本企業の社内行事、というイメージ

をもたれていますが、最近失われつつ

ある「一体感」「わが社感」の形成にと

再開する企業が関東を中心に増加して

きているのも事実です。私自身、中学

から大学卒業まで体育会ラグビー部に

在籍し、スポーツを通したコミュニケ

ーションがどれほどの一体感と感動を

生むか実感してまいりました。

また、ただの「イベント企画屋」で

終わるのではなく、こういった社内イ

ベント運営をクライアント先の若手社

員の方々と一緒に取り組むことにより、

早期離職の防止および欧米ビジネスマ

ンと比較して、日本人ビジネスマンに

足りないと指摘されている「もてなし

力」を向上させる。そのための研修プ

ログラムの開発にも着手しており、ま

もなくリリースいたします。

まだまだ駆け出しでございますが、

皆様との交流を通して一つひとつ勉強

させていただきたいと考えております

ので、どうぞ今後ともご指導ご鞭撻の

程、宜しくお願い申し上げます。

琵琶湖疏水事業の一環として建設され

た、日本最初の事業用水力発電所であ

る蹴上発電所は、京都の人々の生活や

文化を豊かにし、産業の近代化に大き

く貢献した。第一期発電所は、発電所

の大型化や第二期発電所の建設等によ

り運転開始から20年余りで稼働を終

え、現存していない。写真は往時をし

のばせる第二期発電所。

［写真提供］関西電力㈱京都支店

㈱コミューン 濱中 倫秀古き良き…、が新しい！
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2006年度は、新役員体制のもと、
例会事業を中心として、会員ニーズを
踏まえた各種取組を積極的に展開した。
特に、京都バリューアップオスカー

クラブとの交流会の開催をはじめ、
様々な企業との情報交換が生まれる機
会の創出を図るとともに、総会記念講
演会や技術セミナー等、広く一般の方
への参加を募り、会の活動をPRし、
新規会員企業の増加に繋がる事業を重
点的に推進した。
（1）例会事業
ア　総会

第2部では、ビル・トッテン氏
（㈱アシスト代表取締役）を講師に
招き、「ベンチャー企業と日本的経
営」をテーマとして、会社の活性化
に繋がる人事制度や経営手法につい
て、記念講演を行った。

イ 経営者のためのセミナー　　
社会保険労務士の露本一夫氏を講

師に招き、組織の力を高めるために
有効な人事制度のあり方について、
講演を行った。

ウ　産業観光＆納涼会
滋賀県五個荘の近江商人屋敷を巡

り、先人の経営理念に触れるととも
に、納涼会として、宇治川の鵜飼観
覧を行い、会員相互の懇親を深めた。

エ　ベンチャー経営者の体験談Ⅰ・Ⅱ
困難な状況への対応策や経営にあ

たっての心構えを学ぶことを目的と

して、KVBC会員である経営者を講
師として招き、「『ピンチ！』『失
敗！』克服の秘訣とは？」というテ
ーマで、講演会を開催した。

オ　台湾研修旅行
2泊3日の日程で台湾への研修旅行

を実施し、会員の更なる交流を図った。
カ　忘年会

京都タワーホテルにおいて、忘年会
を開催し、会員相互の懇親を深めた。

キ　京都バリューアップオスカークラ
ブとの交流会
第二創業などに関する事業計画が

優秀であると、京都市中小企業支援
センターから認定を受けた市内中小
企業の集まりである「京都バリュー
アップオスカークラブ」との交流会
を開催した。交流会では、両会の会
員がそれぞれ培ってきた技術や製品
を幅広く紹介し、それぞれが強みと
する技術分野や製品開発について、
活発に情報交換を行った。

ク　第20回京都ベンチャーセミナー
（KVBC技術セミナー）

2006年度は、昨今技術の発展が
著しい「ロボットビジネス」をテー
マとして、関西を代表するロボット
ベンチャー企業であるヴイストン株
式会社の大和信夫代表取締役と、ロ
ボットデザインの分野で大きな注目
を集めるロボ・ガレージの高橋智隆
代表を迎えた講演会を、ぱ・る・る
プラザ京都にて開催した。

ケ　京都北部産業観光旅行
京都府北部地域を巡る産業観光旅

行を実施し、綾部市のグンゼ記念館

や舞鶴市の赤レンガ倉庫群を見学し
た。様々な産業遺産を現代に活かし、
魅力ある観光資源に変えていく取組
に触れ、これからの観光振興のあり
方を学んだ。

（2）企業広報事業
ア　KVBC機関誌『SHAKE HANDS
Letter』の発行
会員の内外に、会員企業の紹介や

KVBCの活動を紹介する情報誌とし
て、隔月で機関誌を発行した。

イ　KVBCホームページの運用
会員に向けての情報伝達の場とし

て、また、当会の外部へのPR活動
の一環として、ホームページを運用
し、例会事業の掲載や役員会の報告
を行った。

（3）プロジェクト事業
会員の事業参加の促進とKVBCの活

性化のため、特定のテーマを興味のあ
る少人数で集まり事業を進めていく
「プロジェクト事業」を推進した。
ア　ものづくり研究会

ベンチャー企業の特質を活かした
「ものづくり」を考えることを基本
理念に、各種講演会や会社見学会、
1泊研修会など多彩な研究例会を開
催し、会員相互の理解と情報交換を
進めた。

イ　人材ネットワークプロジェクト
人材採用や人材育成の推進を中心

課題として、各種事業に取り組んだ。
①京都コンピュータ学院　学内就職
セミナーの開催　会員5社参加

②経営者のためのセミナー「会社を
強くする人事制度のポイント」の

去る6月13日（水）、2007年度のKVBCの総会が京都全日空ホテルで開催されました。
第1部では、2006年度の事業報告、収支決算報告および監査報告が行われ承認された後、2007年度
の事業計画案、収支予算案が審議され、それぞれ承認されました。第2部では、京都市立堀川高校校長の
荒瀬克己氏による講演会を開催。ユーモアを交えた内容に会員の皆さんも興味深く聞き入っていました。
第3部の懇親会は、京都市から来賓の方々を迎えアトラクションもまじえ和やかなひとときとなりました。

開会挨拶 代表幹事　井上 太市郎
議　　事 第1号議案「2006年度事業報告・収支決算報告・監査報告」

第2号議案「2007年度事業計画案・収支予算案」
記念講演 テーマ「挑戦」
講　　師 京都市立堀川高等学校 校長　荒瀬 克己 氏
懇 親 会 アトラクション　菊井 了 氏・近藤 ゆみ子 氏による「よし笛」演奏

井上代表幹事

2006（平成18）年度事業報告　
平成18年4月1日～平成19年3月31日

第1号議案

事業概要

KVBC第23回総会次第　2007（平成19）年度

第1部

第2部

第3部



開催
ウ　グローバル問題研究会

情報が氾濫する時代において、真
実の情報を希求し、見識を深めるた
め、5月には外交問題をテーマとし
て、6月には代替医療をテーマとし
て、講演会を開催した。

エ　集客交流研究会
ベンチャー企業ならではの新たな感

覚で、観光関連ビジネスの可能性を発
掘することを目的として発足した。
2006年度は、京都の観光プランを
作成、応募するとともに、KVBC本
体の例会事業の企画も行った。

（4）新規会員の開拓
KVBCを常に「新しいクラブ」とし

て活力を維持し、これに相応しい会員
の開拓を図るため、クラブのPRに努
め、正会員1社、ジュニア会員2社、
賛助会員1社の入会があった。

1 基本方針
経済のグローバル化はますます進展

し、企業は容易に国境を越えて、その
製品、サービスを供給している。
競争の激化に伴い、更なる技術開発

や変革が求められており、その担い手
のひとつとして、ベンチャー企業の活
躍が期待されている現状である。
KVBCは、京都を拠点に活躍を続け

るベンチャー企業の交流団体として、
「創造と挑戦を続ける未来派集団」と
の活動理念を踏まえ、互いに切磋琢磨
し、刺激を与え、企業の成長を促進さ
せていく取組の一層の充実を図らなけ
ればならない。また、設立以来20年
を超える歴史ある企業集団として、他
異業種交流団体との連携や、若手会員
経営者への経営ノウハウの伝達につい
ても注力し、これまで培ってきた

KVBCの良き伝統を広く発信する取組
を推進していくべきであろう。
昨年度から発足した役員体制の2年

目にあたる今年度は、昨年度の事業内
容を継承しながらも、その内容を一層
強化し、会員企業のニーズに合致した
事業を展開していくものとする。
2 事業執行体制及び運営方針
（1）事業執行体制
昨年度から役員の変動はなく、今年

度も井上代表幹事を中心として、役員
間の連携を密にし、事業の執行にあた
る。また、事業の企画においては、広
く一般会員からも、意見を収集し、会
員ニーズに基づいた魅力ある事業の展
開に努める。
（2）運営方針
昨年度より実施している他団体との

交流には、今年度も引き続き取り組み、
各企業が強みとする技術分野や製品に
関する情報交換を通じ、ビジネス展開
拡大の可能性を探る。更には、会員経
営者の経営ノウハウや経験を互いに共
有し、意見交換できる機会の創出に努
め、企業家意識の高揚と経営者の研鑽
の場としての機能を高める。
また、各プロジェクト事業において

は、本体事業との連携を一層深め、プ
ロジェクト事業内での成果を、本体事
業においても広く活かしていくものと
する。
3 例会事業
ア　総会
通常総会、臨時総会の運営、議事進
行を行うとともに、併設事業の講演
会や懇親会等を企画、実施する。

イ　研修事業
会員企業の経営者や幹部を対象に、
経営に役立つ実践的な内容のセミナ
ー・勉強会等を開催する。

ウ　企業見学会
会員企業の事業活動にとって有益と

なる企業見学会や視察などを行う。
エ　経営者の体験談
会員経営者を講師として、創業時か
らの事業展開上の体験談等を披露す
ることにより、互いの経験や経営ノ
ウハウを共有する。

オ　海外研修の検討・実施
昨年の台湾に続き、海外研修の実施
を検討する。

カ　技術セミナーの開催
最新の技術動向に関する講演会を開
催し、技術知識の取得に努めるとと
もに、広く一般の参加者を募り、
KVBCのPRの機会とする。

キ　親睦事業
会員の交流促進と親睦のため、納涼
会、忘年会などの親睦事業を行う。

4 その他の重要事業
（1）部会活動
興味あるテーマをまとまりやすい少

人数で研究することにより、そのテー
マを十分に掘り下げるとともに、会員
間の交流を深めることを目的として実
施する。
○ものづくり研究会
○グローバル問題研究会
○集客交流研究会

（2）人材ネットワークプロジェクト
人材の確保、教育、定着、活用という
テーマのもと、会員間の連携によって、
人材に関する様々な事業を展開する。
（3）企画広報事業
ア　機関誌『SHAKE HANDS Letter』
の発行
機関誌『SHAKE HANDS Letter』

の発行を隔月で行い、会の活動内容
の周知を進めるとともに、魅力ある
誌面づくりに注力する。

イ　Webやメールによるクラブの情報
発信及び保守管理

ウ　会員企業の製品PRに繋がるメー
ルマガジンの創設

みきった音色と近藤氏が演奏するシンセサイザーの
流れるような響きに、会場はひととき静寂につつみ
こまれました。その後、井上代表幹事からの挨拶に
続き、京都市産業観光局長 森井保光氏から「ベンチ
ャー企業の人材こそが京都の大きな資源である」と
挨拶がありました。京都高度技術研究所の白須専務
理事に乾杯の発声をいただき開会。
来賓の皆さま、会員さま等親睦を深める和やかな

会となりました。

2007（平成19）年度事業計画　
平成19年4月1日～平成20年3月31日

第2号議案

懇親会
懇親会では、最初によし笛奏者の菊井 了氏とシンセサイザー奏者の

近藤ゆみ子氏による演奏が行われました。菊井氏の奏でるよし笛の澄



KVBC Report

1999年4月、堀川高校は従

来の普通科に加え、人間探究科、

自然探究科を新たに設置して再

スタートを切りました。私たち

の教育目標は、「18歳で自立で

きる青年をつくる」ということ。

もちろん、実際に自立するのは、

精神的にも社会的にも難しいか

もしれませんが、3年間で「自

立しよう」という気持ちは醸成

できるだろうと考えました。私

は入学した生徒に「米が作れる

か？」「魚が獲れるか？」と尋

ねますが、彼らのほとんどは

「できません」と答えます。堀

川高校の大学進学実績ばかりが

クローズアップされています

が、実は何の技術も提供しない

学校なのです。では、高校でど

のような力を身につければいい

のでしょうか。

一つは、「段取りを組む力」

だと考えています。言い換えれ

ば、目標を設定し、それに向か

って具体的に物事を進めていく

力。例えば、堀川高校では、生

徒たちが中心となって学校説明

会を開催・運営します。教師と

同じスケジュール表やシナリオ

を持ち、何をすべきなのかを一

人ひとりが汗をかきながら考え

ます。もちろん、ままならない

こともあるだろうし、悔しい思

いをすることも多いでしょう。

だれかの協力を得るためにコミ

ュニケーション能力を磨き高

め、失敗したときはそれを乗り

越える力が必要になってきま

す。こうしたバックヤード経験

は、将来、社会に出たときに役

立つに違いありません。

堀川高校のキャッチフレーズ

は、「二兎を追う」ということ。

自分たちがどんなことをしたい

のか、するべきなのか、最低2

つを追いかけようと言っていま

す。「よく学び、よく遊べ…と

いう当たり前のこと」をです。

ある女子生徒が夏休みを利用し

て「赤土を用いた砒素の除去」

という研究をしました。汚れた

水をどうすれば自然ろ過できる

か、1日5時間を費やして赤土

と向き合い、ついに300度で2

時間熱した赤土は砒素を除去す

るということを突き止めまし

た。その研究は世界的に高い評

価を受けたのですが、彼女は

「みんなが私を支えてくれたか

ら、研究をやり遂げることがで

きた。みんな、ありがとう！」

と言ったのです。生徒は無限の

可能性をもっています。現状に

甘んじるのではなく、その可能

性を肯定することが大切。「何

ができるのか？」ではなく、

「何をできるようにしたか？」

ということに注目すべきではな

いでしょうか。私たちは生徒の

内発性を引き出すさまざまな仕

掛けをつくり、それをどんどん

と提供していきたいと思ってい

ます。自分の中から引き出して

生まれたもの、それが一つのき

っかけとなって、新しい何かに

応用する力に変えることができ

るのです。

堀川高校の新校舎の愛称は、

“THE NEST OF YOUTH（若

者たちの巣）”。学校は決して若

者を閉じ込めておく場所ではあ

りません。出る杭はどんどん出

ればいい。これからも生徒たち

の自立を目指した、堀川ならで

はの教育を推進していきたいと

思います。

講師　荒瀬 克己氏
（京都市立堀川高等学校校長）

京都府出身。京都教育大学卒業。伏見工業高等学校、堀川高等学校国語科教師
を勤めた後、京都市教育委員会主事として市立高校改革に参画。1998年堀川
高等学校教頭に、2003年からは同高校校長に就任。2005年には、中央教育
審議会教育課程部会委員、同審議会初等中等教育分科会委員にも就任。

プロフィール

失敗や挫折を乗り越える
自立精神

“二兎を追う”意欲を
引き出す内発力



近年の学生の就職活動は極端な形で現れてい

る。関西の有名私立大学生は大手企業4、5社に

絞って、中堅の私立大学生等は、大手・中小企

業いずれも、また業態もさまざまに選択し、説

明会やセミナーに臨んでいる。［資料①］多くの

企業の説明会に参加している学生の中には、

「目標が定まっていない」「何をしたいのかわか

らない」などの理由で、何となく活動している

ケースも見られる。また、全体的に見ると“就職

しなければならない”という焦りが少ない。こ

れには、「売り手市場」という情報のほかに大企

業も倒産する時代を垣間見て、「ニートでも生活

できる」という捉え方が根底にあると思われる。

では、就職しようという意識の薄い学生を、

いかに向上させるか？　一つの方法として説明

会やセミナーの開催がある。学生は、インター

ネットで情報を発信する企業や合同説明会およ

びセミナー等を行う企業が当たり前だと考えて

いるので、これらがなされない企業にはまず関

心がない。特にイメージを捉えにくい企業の場

合は、説明会でも自社がどのような企業である

かを理解させることが重要になる。最終的に

「この会社だ！」と決定づける要因は、“企業が

情報をどれほどたくさん与えてくれるか”とい

う情報量の多さによる。そのためにも説明会や

セミナーの開催は非常に効果的だと考えられる。

'05年度は、年内に大型の合同説明会で面談

し、年明けに再度説明会を実施し内定を出すと

いう傾向にあった。'06年度以降、年内の合同

説明会後、業界研究セミナーとした単独の説明

会を数回実施するパターンが多くなっている。

何度も面接するのは、「学生の囲い込みが早く

できる」「就職に対する目標（夢）や意識が薄

い学生のモチベーションを高める」ために効果

的だからである。この単独説明会に学生を集め

るための前段階としてインターネットで企業情

報を幅広く公開し、合同説明会を行うのである。

両説明会およびセミナーは、企業説明はもとよ

り業界研究もできるので、インターネットでは

㈱学情 京都支社 支社長 中村秀和

【資料提供：㈱学情 2007年電話リサーチ】

学生の意欲と意識を高めるためにも
説明会やセミナー開催は必須

何度も面接することで
より目的の明確な学生を採用することができる

PartⅡ

第1回は、学生の就職活動と企業の採用活動の現状をみた。次のステップは、学生と企業が最初
に出会う合同説明会や企業セミナーである。今回は、それら説明会等に関し、学生の就職に関する
意識などのほか企業の思惑など過去との違いを踏まえて見てみることにする。

お問い合わせ　株式会社 学情 京都支社　TEL 075-213-5611（代）

企業説明だけでなく�
業界研究もできた…………………①�

就職意欲が高まった………………②�

大勢の社員に会えた………………③�

職場見学ができた…………………④�

グループワークなどを通して�
自己成長ができた…………………⑤�

社長に会えた………………………⑥�

まだセミナーに参加していない…⑦�

�

⑦4.3%⑥4.7%
⑤4.8%

④7.5%

③20.3%

②28.9%

①29.4%

まだセミナーに参加していない　�
　　　　4.7%

　ない�
3.6%

　ある91.7% 【資料①②出典：
学生アンケートから探る
就活最前線2008】

資料①　セミナーに参加して良かったことは？

資料②　セミナー参加後、志望度が高まった経験は？

参考資料　内定率速報－私立大学（文系）

全体（関東圏・東海圏・関西圏） ［単位％］

4月23日 5月28日 6月6日
内 定 率 44.8 71.1 80.8
活 動 率 78.9 56.3 38.8
未内定率 55.2 28.9 19.2

得られない情報や直接肌で感じるリアルな情報

も獲得できる。特に単独説明会では、先輩社員

のナマの声を聞くことができるので、さらに具

体的に企業の形を捉えられるのである。［資料②］

一般的に中小企業は、合同説明会後、会社で

面接するくらいで内定を出すことが多い。これ

は「人手がないこと」「時間をかけられない」

等の理由が挙げられるが、やはり優秀な人材を

得るにはさまざまなツールを活用し、時間をか

け、情報量を多く発信しないと効果が得られな

いと思われる。しかしながら、'07年度卒業生

採用を見ると前年の5月以降に単独説明会が多

かったが、'08年度は2月から3月にかけて実

施した企業が非常に多くなったことは注目に値

する。今後は、さらにその傾向が強くなると予

想される。

優秀な学生を早く確実に獲得するためには、

早期の説明会やセミナーで何度も会ってお互い

を知ることが、最も重要視される点であろう。

［参考資料］



5月14日（月）10:00～17:00（ぱ・る・るプラザ京都）
学情『就職博』への出展

5月14日（月）17:00～21:00（京都タワーホテル）
ものづくり研究会　総会

6月13日（水）14:30～19:30（京都全日空ホテル）
第23回 KVBC総会

6月19日（火）12:30～22:00（滋賀県「河辺いきものの森」）
里山保全の見学会
ものづくり研究会テーマ検討会

7月 5日（木）18:30～20:00（ハートピア京都 第5会議室）
7月例会　講演会
「ベンチャー企業とマーケティング」

7月19日（木）18:00～　（京都タワーホテル）
ものづくり研究会　第145回例会
研究テーマ検討会

人材ネットワークプロジェクト
グローバル研究会
ものづくり研究会

第13期定期総会

去る5月14日（月）、ものづくり研究会の第13期定

期総会が、京都タワーホテルで開催されました。

第1部の総会で、平成18年度の事業報告および会計

報告、平成19年度の活動計画がそれぞれ承認されまし

た。また、平成19年度役員改選が行われ、山中泰宏代

表、田中久代副代表、里見健志事務局の体制で進めて

いくことが確認されました。

第2部の講演会では、KBS京都アナウンサーを経て、

現在、テレビやラジオなどで司会として活躍中の山口

進氏をお招きし、「愉快、豪快、痛快に生きる甲斐」と

いうテーマでお話をしていただきました。

引き続き開催された第3部の

懇親会は、ジャズドラムの演奏

により華やかに開会。山中代表

から「平成19年度のものづく

り研究会の一層の充実に向け、

取り組みを進めていきます」と

挨拶がありました。

30名を超える大勢の出席者

を迎え盛大で賑やかな懇親会となり、今後のものづく

り研究会の事業アイディアについても、ざっくばらん

に意見交換が行われていました。

株式会社コミューン　　代表取締役　濱中 倫秀
事業内容：社内運動会・球技大会の企画運営

ブライダルパーティーの企画運営　
所 在 地：京都市中京区錦小路通室町東入る占出山町308

ヤマチュウビル5階　N51
TEL.075-254-4166 FAX.075-254-4167
URL http://www.commune.co.jp/

新入会員情報

星和情報システム株式会社は、平成19年7月より「星
和テクノロジー株式会社」に社名変更し、本社機構及び
京都事業所を下記の住所に移転しました。電話番号も変
更しております。
〒600-8413 京都市下京区烏丸通仏光寺下ル大政所町

680番地　住友生命烏丸通ビル3階
TEL. 075-344-9191 FAX. 075-344-9192

KVBC会員企業からのお知らせ

去る5月14日（月）、ぱ・る・るプラザ京都6階会議

室において「就職博」（主催：㈱学情）が開催されまし

た。KVBCからは、エクセレンス㈱、㈱サカノシタ、

システムプロデュース㈱、㈱スリーエース、日貴電子

㈱、㈱ユニシスの6社が出展。会場には、面談ブースは

もちろん資料・セミナー情報コーナーや適職診断コー

ナー、相談コーナーなどが設置され、講演会も開催さ

れるなど充実した内

容で行われました。

KVBCのコーナー

では、学生の皆さん

の積極的な質問に担

当者も真剣に応え、

自社のPRに努めて

いました。

第13期定期総会が開催されました！　

「就職博」にKVBCから6社が出展


